
機械室レス 4人乗り
中低層住宅用エレベーター

HEART



Gen2 Premierシリーズに４人乗りが登場 給油不要で、さらにエコ
給油不要のフラットベルトに加え、新たに開発された HDPE※ 1を使用したガバナーロープにより、

さらに環境に配慮したエレベーターとして生まれ変わりました。

フラットベルト
従来のワイヤーロープは芯材に
オイルを含浸させて使用しますが、
フラットベルトはオイル不要

ガバナーロープ
新開発のガバナーロープは、
伸長による摩耗が少ないため
芯材へのオイル含浸は不要

・最小階高は、3停止以上の場合かつ出入口高さ 2000mmの場合。
・昇降路有効内法はピット防水工事後の有効寸法です。
・RC構造の場合には、普通コンクリート構造 FC18(N/mm2)以上、壁厚は 150mm以上としてください。左記以外の場合は別途ご相談ください。
・印刷の都合上、実際の色とは若干異なる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

扉仕様 床仕上げ高さ 最小階高

普通
50以下 2,540

51～ 110以下 2,615

遮煙
50以下 2,600

51～ 110以下 2,675

最小階高 (mm)

ADVANCED TECHNOLOGY ENVIRONMENT

※1 high-density polyethylene（高密度ポリエチレン）

かごドア・フェーシャ・かごパネル（化粧鋼板）

かご床タイル（ビニルタイル）

鋼板塗装色（メラミン焼付塗装）
（最上階FL±0mm）
（電気工事）

（最上階FL±0mm）
（電気工事）

◎反力の条件
・ライズ＝最大ライズ（13ｍ）
・かご質量＝最大かご重量
・耐震設計A（14耐震：設計用水平震度0.6）
・地域係数１
・レール水平反力は各機種の最大質量にて算出
　カー側：ε=0.6、カウンター側：ε=0.8
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上階点検用コンセント
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電源引込位置（埋込型）
（最上階FL ±0mm）
（電気工事）

（最下階FL +100mm）
ピット点検用コンセント（埋込型）

（電気工事）
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出入口廻り 平面図 S=1：20
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（注）レール反力及びレール下部荷重は最大かご質量にて算出している。

（建築工事）
ピット防水工事
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（中間ストッパー付）

最大カーレール取付間隔
最大カウンターレール取付間隔 3600

3600

（動荷重考慮値）
20kN ホイストビーム×2

上階点検用コンセント

電源引込位置（埋込型）

（電気工事）

ピット点検用コンセント（埋込型）
（最下階FL +100mm）

ピット衝撃荷重（短期）
E

F N34000

N40000

●その他工事関係●
・昇降路頂部の煙感知器設置工事（外部より点検可能な構造）（必要な場合）
・昇降路内の温度が40℃を超える場合の換気設備の設置工事

・各階出入口、押ボタン等の開口工事

・その他昇降路外の配管・配線工事及び昇降路迄の接点供給工事（必要な場合）

●電気工事関係●

　及びアース線の引込み及び結線工事
・昇降路より外部インターホンまでの配管・配線工事

・点検用コンセント設置工事
・エレベーター遠隔監視システム用電話線配管及び配線工事

・各階出入口敷居受梁の設置工事（必要な場合）
・三方枠、押ボタン等の取付用鋼材設置工事（鉄骨造の場合）

・昇降路頂部への吊りビーム又は吊りフック設置工事
・昇降路内機器取付用ファスナー、ビーム、立柱等の設置工事（鉄骨造の場合）

・各階乗場出入口枠周囲のモルタル詰め工事
・ピット内防水工事及びピットが深すぎる場合の埋め戻し工事

・乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事

●建築工事関係●

除外工事事項

・昇降路の築造工事

・その他建築に関する工事

・昇降路制御盤まで動力電源線　　　（Ｖ）及び照明用電源線　　　（Ｖ）

（ELCB仕様：感度電流　100mA、動作時間　0.5秒以内）

電源電圧の変動率は昇降路受電端に於て±5％以内としてください。※
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動力用電源 3φ3W

最大電線長さ

昇降路内の機器平均発熱量は、

（　台　回線）エレベーター用電源設備容量（電気工事）

交流可変周波数制御方式
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乗　用

方向性乗合全自動方式
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t3  × W30  × 3本   （2：1）

レール下部荷重
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＊上記荷重につき　柱、梁のたわみは 5 mm以内
  許容応力度は 235 N／mm2以下としてください

R1

カウンター側
カー　　　側

R2
R1

R2

R2 N N
N

・昇降路内に雨水等が侵入する恐れのある場合の乗場への排水溝や

●注意事項●
・昇降路の鉛直施工誤差は、25mm以内（ただし、オーバーヘッド寸法の

　床勾配の設置工事（必要に応じて庇、防雨スクリーンの設置工事）

　の鉛直施工誤差は20mm以内）にて施工下さい。誤差がこれより大きい　
　時は必要に応じ、はつりまたは肉付け工事をお願いします。　

漏電ブレーカー（ELCB）は、インバーター適用品を使用してください。※

ｍｍ  ×３   アース線（ELCB用D種）　
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昇降路断面図 昇降路平面図

昇降路頂部平面図

三方枠：そで壁付枠鋼板塗装仕上（EF-41）
乗場ドア：鋼板塗装仕上（EF-41）
乗場ボタン：インジケーター一体型
防犯窓：付

天井タイプ：アクリルフラット
天井：化粧鋼板（PF-51）
かごドア・フェーシャ・かごパネル：化粧鋼板（PF-51）
床：ビニルタイル（FF-102）
幅木：樹脂製
操作盤：独立型アルミステンレス調仕上
　       ：ドットマトリックスタイプ：標準ボタン（抗菌仕様）
防犯窓：付

ブラックウォールナット
（PF-77）

ダオ
（PF-78）

クールシルバーメタリック
（PF-S70）

（抗菌・抗カビ塗装鋼板）

ライトグレー
（FF-102）

ベージュ
（FF-104）

メープルブラウン
（FF-105）

ナチュラルオークル
（FF-107）

ラベンダー
（FF-108）

ブラック
（FF-109）

スノーホワイト
（PF-51）

シャンパンゴールド
（PF-52）

エクリュ
（PF-53）

メープルシェル
（PF-60）

リーデングレー
（EF-25）

モウヴパープル
（EF-29）

フローラルホワイト
（EF-41）

ノーブルレッド
（EF-42）

マロンレッド
（EF-43）

マスタードイエロー
（EF-44）

ココナッツベージュ
（EF-45）

フォレストグリーン
（EF-46）

ミストグリーン
（EF-47）

ファンタジックグリーン
（EF-48）

シティグレー
（EF-49）

サルビアブルー
（EF-50）

ノクターンブルー
（EF-51）

メタリックスカイ
（EF-M04）

メタリックブラウン
（EF-M06）

メタリックラベンダー
（EF-M12）

クールホワイト
（PF-71）

ウォームホワイト
（PF-74）

ホワイトバーチ
（PF-75）

ホワイトオーク
（PF-76）

積載 320kg（4名）

速度 45m/min

停止箇所 2～ 5箇所

制御方式 交流可変周波数制御

運転方式 方向性乗合全自動方式

仕様
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Group of Otis
オ ー チ ス・ エ レ ベ ー タ は、 コ ネ チ カ ッ ト 州 ハ ー ト フ ォ ー ド に 本 社 を
置く世界屈指の多国籍企業 UTC（ユナイテッド・テクノロジーズ・
コーポレーション）の主要メンバーとして活動しています。
　United Technologies Corporation
　・UTRC（研究開発部門）
　・UTC Aerospace Systems（宇宙・航空・防衛部門）
　・Pratt & Whitney（航空機エンジン）
　・Otis （建築設備部門）
　・UTC Climate Controls & Security （建築設備・セキュリティー・防火部門）

Network of Otis
世界最大のエレベーターカンパニー、オーチス。現在 200 を
超 え る 国 と 地 域 で 事 業 を 展 開 し 約 66,000 人 の 従 業 員 が 働 い て
います。エレベーター・エスカレーター、動く歩道など世界中の
総保守台数は 190 万台以上にのぼります。　　   　　※ 2017 年 1 月現在


